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⑥避難行動

～日頃から避難場所や避難ルートを確かめておきましょう～

　・自分と家族などの身の安全を確保し、避難が必要な場合は早めに避難しましょう。
　・高齢者、障がい者、子どもや負傷者など自力では避難出来ない人の避難に協力する。

大阪市では、津波警報など重要な緊急情報については、警報音として小学校の屋上などに設置
したスピーカーからサイレンを用いた放送で行います。サイレン（警報音）が聞こえましたら、
テレビやラジオをつけ、最新の情報を入手し、落ち着いて、身を守る行動をとりましょう。また
周囲の方にも声をかけ、助け合いましょう。

※平成26年3月1日実施 「福島区一斉避難訓練」での様子（福島公園）

※1　緊急地震速報は、震源が近く、揺れの到達時間が早いと予測される場合、揺れてから放送
　　  されることになるため、放送しない場合があります。

災害時の避難が必要な場合に、自分や家族の力だけでは避難できない人たちを支援する
ため、『避難行動要支援者名簿』を作成するとともに、要支援者への『避難支援計画』を
作成し円滑な避難に努める。

（１）『避難行動要支援者名簿』の作成

　・災害発生時における“避難行動要支援者名簿”登録希望者の調査。

　・介護が必要な高齢者や障がい者、普段の生活では支障がなくても、
　 状況によっては手助けが必要になる妊産婦、乳幼児などで、日本語
　 が苦手な外国人も含みます。

（２）『避難行動要支援者支援計画』の作成

　①自主防災組織の体制や防災資源など地域特性に合った、要支援者情報の収集・管理方法、
　　支援内容や支援者の選出方法などのルールを地域で話し合う。また、その内容を「避難行
　　動要支援者支援計画」として策定する。

　②「支援者」の募集
　　災害時の安否確認、避難支援に協力する支援者を住民に広く呼びかけて募集し支援者名
　　簿を作成する。

　③災害時には、まず「支援者」が「避難行動要支援者」の安否確認を行い支援者のみで救出
　　などが出来ない場合、近隣の活動可能な人々の応援を求める。

　④避難行動要支援者の方も家具の転倒防止策や食糧、医薬品などの非常持出し品を準備す
　　るなど災害への備えに努めることが大切です。

　また、身近な人や避難支援者と日ごろからコミュニケーションをとることも大切です。

みんなで助け
合いましょう

要支援
者
名簿

緊急事態の種類

・テロやゲリラなど武力攻撃に関する警報
・弾道ミサイル攻撃に関する警報

大津波警報

津波警報

避難指示

避難勧告

緊急地震速報
（震度５弱以上）※1

とっていただく行動

屋内に入り、テレビやラジオをつけ、
詳しい状況を確認してください。

海岸や河川から離れ、津波避難ビル
など丈夫な建物の3階以上に避難し
てください。

お近くの災害時避難所など、安全な
場所に避難してください。

ただちに身を守る適切な行動をとり
ましょう。

サイレン（警報音）パターン

サイレン14秒吹鳴

サイレン
３秒吹鳴

サイレン
３秒吹鳴

2秒休止

6秒休止

緊急地震速報チャイム音

2秒休止

※河川の氾濫など、避難所に避難するより近
くの3階以上の建物に避難することの方が安
全な場合があります。普段から身を守る行動
について確認しておきましょう。

サイレン
３秒吹鳴

サイレン
15秒吹鳴

サイレン
15秒吹鳴

10秒休止 10秒休止

サイレン
15秒吹鳴

サイレン
10秒吹鳴

サイレン
10秒吹鳴

10秒休止 10秒休止

サイレン
10秒吹鳴

サイレン
5秒吹鳴

サイレン
5秒吹鳴

   防災行政無線のサイレンパターンについて

6． 避難行動要支援者名簿及び避難支援計画の作成
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  備蓄物資一覧表　〈福島小学校　体育館2階倉庫〉

  資器材一覧表　〈福島小学校及び一時避難場所（福島公園・下福島公園設置倉庫内に保管）〉

  その他備蓄一覧　〈地域用〉　　

種類

毛布 簡易担架 2台

水缶詰 75箱
（24本入り）

2箱
（50食入り）

2箱
（60食入り）

2箱
（白飯・五目

〈各1箱50人分入り〉）

アルファ化米
（炊出し用）

おかゆ
（白粥）

ビスケット

300枚

50枚

120枚

120セット

4基

8セット

4台
8本　　　　　

1台

3箱
（16枚入り）

12枚

簡易トイレ
（消耗品セット）

防水シート

ガス式発電機
（付属品：ガスボンベ）

アルミマット

エアーマット

日用品セット

簡易トイレ
（本体）

エマージェンシー
ブランケット

（緊急用毛布敷物）

ソーラー防災ライト
（手回し充電式ラジオ）

数量 種類 数量 種類 数量

種類

バール

シャベル

手斧

のこぎり

ロープ

救急セット

マンホールトイレ

布担架

ジャッキ

かけや

ラジオ

懐中電灯

可搬式ポンプ

1台

2台

1本

10台

20本

2台

3本

4本

2本

3本

40m 1本

1箱

20基 下福島公園のみ

公園内倉庫

数量 備考 種類 数量 備考

種類

ＬＥＤ懐中電灯

リヤカー

救助用具
（簡易布担架・おんぶひも含む）

救助用具

9個

1台

1セット

各1セット

各町会1台

福島コミュニティーセンター内

福島コミュニティーセンター内

2丁目町会倉庫　　　　　　
1丁目西町会（松本製本倉庫）

数量 設置場所

災害時に被災者支援で駆け付ける災害ボランティアに対し、地域の災害対策本部は区役所、区社
会福祉協議会と連携して受入れや調整を行います。　　　

大地震など災害発生時に地域住民が適切な行動がとれるよう、区役所や消防署などとも連携
しながら、次の訓練を中心とした自主防災組織の訓練を実施します。

　①安否確認及び避難訓練
　　(避難行動要支援者の支援を含む)
　②初期消火訓練
　③救出・救護訓練
　④情報収集・伝達訓練
　⑤給食・給水訓練
　⑥その他の訓練

　実施時期、回数は　(年１回程度)
　
　訓練実施後は、訓練結果を検証し次回訓練に反映する
　など、定期的に活動内容を見直す必要があれば、
　「地区防災計画」の見直しを行います。

〈労力や時間を提供〉
在宅被災者・避難所・地域での作業
で、清掃・運搬・配給・炊き出しなど
の労力の提供

〈技術や知恵を提供〉
専門知識、資機材の
使い方など、
ノウハウの提供

〈物資や資機材の提供〉
救援物資、救助・復旧用資機材の提供

〈情報通信ができる〉
インターネットなど、必要な情報の
やりとり

〈場所を提供〉
一時避難場所、ボランティア休息所、
物資倉庫、駐車場などの提供

〈その他〉
レクリエーションの指導、子どもの
世話など

何かできる
ことはない
かしら。

気分転換
して元気に
なりましょう。

建設業を
やっています。
協力させて
頂きます。

配送業して
るので倉庫や
駐車場を使っ
てください。

掲示板を
作りましょう。

機材の

供
看護師
です。

特殊車両
免許もって
ます。

それでは、防災訓練
を行います！！

8． 災害時ボランティア

9． 自主防災組織の訓練

7． 備蓄について

1台につき2本使用
（4台×2本＝8本）


